














4．都市づくりの H指すべき方向性

前章の都市づくりの主要課題を踏まえ、総合計画における都市の目標や将来像に即して、都市づくりの方向性について定めます。

西宮市都市計画マスタ ー プラン 目指すべき

都市の実現

西宮市立地適正化計画（都市計両マスタ ー プランの一部）令和元年7月策定

都市づくりの主要課題（第2章） 都市づくりの目指すべき方向性（第3章）

(1)持続可能な都市の構築

1. 土地利用

1持続可能で誰もが拌らしやすい

都市空間の維持・誘導

均衡のとれた都市空間の形成

都市の更新・再生

2

3
 

(2)人口の減少・高齢化等の人口構造

の変化への対応

2. 都市施設

l快適な都市環境の実現のための都市

施設の整備

2良好な都市環境の維持のための都市

施設の維持・機能向上
(3)地域の実態や社会構造の変化への

対応
3. 市街地整備

1 にぎわいと魅力ある都市空間の形成

2地域特性に応じた市街地の整備・誘導

(4)激甚化する災害への対応
4. 安全•安心な都市づくり

l 災害リスクに備えた基盤膳設の整備・改修

2防災・減災のためのまちづくり・都市づくり

(5)都市の魅力の更なる向上 5. 西宮らしい豊かな都市づくり

1西宮らしい市街地環境の維持・保全

2ゆとりと潤いある市街地の形成

(6)地域主体・協働の都市づく りの推進 6. 地域力がはぐくむ都市づくり

1地域主体のまちづくり

2事業者と連携した都市づくり

まちづくりの主要課題
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取組分野1士地利用

方向性1 持続可能で誰もが暮らしやすい都市空間を維持・誘導する。

本市の人口は減少に転じており、少子高齢化もさらに進行していくことが予測されています。西宮市立地適正化計画にお

ける誘導方針のもと、持続可能で誰もが暮らしやすい都市空間を維持·誘導するため、士地利用規制や生活利便施設の

立地誘導のあり方等を検討します。

方向性2 地域特性を活かした均衡のとれた都市空間の形成を図る。

これまでの都市計画の経緯や市街地の形成状況を踏まえ、均衡のとれた魅力ある都市空間の形成を図るため、住宅、商

業、工業、自然地等の地域特性に応じた土地利用を適切に規制・誘導します。また、上地利用の変化や社会情勢等を踏ま

え、適宜、用途地域等の土地利用計画の見直しの必要性について検討します。

方向性3 都市の更新・再生による市街地の維持・向上を図る。

今後、人口や世帯数の減少が予測されていることから、市街地の更新や再生を円滑に進めるための都市計画制度のあり

方を検討し、市街地環境の維持や時代に即した機能向上を図ります。

取組分野2都市施設

方向性1 快適な都市環境を実現するため計画的な都市施設の整備を推進する。

円滑な都市活動の確保や良好な都市環境を実現するため、都市の骨格となる道路、公園、下水道などの都市碁盤施設の

整備を計画的に進めます。

方向性2 良好な都市環境を維持するため都市施設の維持や機能向上を進める。

引き続き良好な都市環境を維持するために、都市施設を適切に維持するとともに、時代に即した機能の向上を図ります。

持続可能な都市の経営のため、安定的な財源の確保やライフサイクルコストの削減に配慮した公共施設マネジメントに

努めます。

取組分野3市街地整備

方向性1 にぎわいと魅力ある都市空間の形成のため都市の再生・整備を推進する。

都市核など、都市の拠点となる地区においては、都市機能の集積や交通結節機能の向上などにより、にぎわいと魅力ある

都市空間の形成を目指した都市の再生・整備を進めます。

方向性2 地域の特性に応じた市街地の整備●誘導を図る。

まちの文化や都市環境、都市基盤の整備状況など地域特性に応じた良好な市街地の整備・誘導を図るため、地域主体の

取組の機運に応じて、都市計画制度（地区計画、士地区画整理事業等）を活用した事業手法を検討します。
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